
竹内愛二 著書「ケースウォークの理論と実際」

三好豊太郎 著書「ケースウォークとその人事相談事業」

仲村優一 著書「公的扶助とケースワーク」 一体的に考える派

岸勇 論文「公的扶助とケースワーク・仲村氏の所論に対して」 切り離して考える派

　　岸・仲村論争とは？

フレックスナー フレックスは無し（1915年、専門職ではない）

グリーンウッド 緑の木はある（1957年、専門職である）

笠井信一 岡山県知事、済世顧問制度の創設 カサイ→サイセイ
林市蔵 大阪府知事、小河滋次郎の協力を得て方面員制度の創設
小河滋次郎 林一蔵らを指導し、方面員制度を創設させた

渋沢栄一 中央慈善協会の初代会長、資本主義の父 １万円、生活資金を社協で借りる（生活福祉資金貸付制度）

賀川豊彦 キリスト教社会事業家。神戸でセツルメント運動。 賀川キリスト、神戸でセツルメント

河上肇 「貧乏物語」 カワカミさんは貧乏人（知り合いの方にイメージを重ねて）

浅賀ふさ 聖るか国際病院の医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの草分け 浅賀ふさ＝MSW

川喜田二郎 KJ法を提唱。カード記入→小グループ化→見出し付け→大グループ化→図解化 KJ法は小グループから大グループへ

ｱﾚｯｸｽ.ｆ.ｵｼﾞﾎﾞｰﾝ BS（ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ）法。批判なし、自由奔放、質より量、連想と結合 BS法は批判なし自由奔放な意見

ピアジェ 発達４段階（感覚運動器、前操作期、具体的操作期、形式的操作期） 運動の前の具体的な形

フロイト 発達５段階（口唇期、肛門期、男根期、潜伏期、性器期） 肛門男の先生

発達８段階（1乳　2幼(前)　3幼(後)　4児　5青　6成(前)　7成(中)　8成(老)） 乳・幼・幼・児・青・成・成・成　♪

1)信頼感、2)自律性、3)自発性、4)勤勉性、5)自我同一性、6)親密性、7)生殖性、8)統合性 新じじぃ、金、土には新政党

フロイト イド（エス・リピドー）、スーパーエゴ（超自我）、エゴ（自我） 風呂、井戸、ええど～、リピどう？

クレッチマー 体型とﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨの関連性、①肥満型＝躁うつ気質②細長型＝分裂気質③闘志型＝粘着気質 クレッチマー、太っちまー

ユング 外向型（外からの刺激に影響される）、内向型（自己へ関心に集中） 遊具は外にも、内にもある

オールポート 共通特性（全てに共通）、個人特性（ある個人のみ） オールは全て、ポートは個人

ゴールドバーグ ①外向性②経験の開放性③誠実性④協調性⑤神経症傾向のビックファイブ ウーピーゴールドバーグはビックな外形に成長し

アイゼンク、ウォルピ 行動療法 アイゼン（登山靴の）を折る行動

アッシュ 集団圧力（＝同調）、多数派の力によって同調してしまう あっ！集団！私も！（同調）

アダムスJ ハル・ハウス創設　＠シカゴ J・アダモちゃん、ハウスはシカゴ

イリイチ シャドウ・ワーク（＝アンペイドワーク） リーチの陰に潜む聴牌（ﾃﾝﾊﾟｲ）

コミュニティ開放論＝↓ ウェルコム（wellcom・通信会社）が通信を開放

コイト ネイバーフッド・ギルド創設　＠NY 粘（ねば）っこいと

ゴールドシュタイン 一元的アプローチ（ユニタリー・アプローチ） 金一封のユニークさ

ビスマルク 1883年、疾病保険法、世界初の社会保険制度 パパさん、失敗、○、八つ

フロイデン・バーガー 燃えつき症候群 風呂のバーナー、燃え尽きる

マスラック バーンアウト尺度（消耗感、達成感の低下、脱人格化） 益々燃えて、消える達人

※交通・通信の発達より空間の縛りが解消され、親密なネットワークが形成される
ウェルマン

日本のケースワーク４人衆の著書と論争　

ソーシャルワークが専門職か否か？

日本の地域福祉の研究者

ソーシャルワークが専門職かどうか定義２人

発達心理学の大御所

その他

パーソナリティー理論

エリクソン

大阪方面、林と小川　火災で再生

愛と理論の好きな人

「公的扶助」と「ケースワーク」を切り離して考えるか否か？で論争


